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「
戦
争
法
」

に
反
対
す
る
総

が
か
り
行
動
岡
山
は
９
月
中

国

の
夕
刻
、

４
年
間
、

毎
月
続
け

て
き
た
街
宣
を
岡
山
駅
前

で
行

い
、

５
０
名
以
上
が
参
加

し
た

実
行
委
員
長

の
大
石
利
昭
共
同

代
表
は

「
人
を
殺
す
な
、

戦
争

を
し
て
は

い
け
な
い
、

の

一
点

秋
が

そ
こ
ま

で
来
た
２５

日
タ

刻
、

毎
月
定
例

の
党
衛
宣
を
行

に
、

７
名
が
参
加

し
た
。

「
戦

争
法
」

強
行
か
ら
４
年
、

改
め

て
ア
ベ
改
憲

の
問
題
点
を
訴
え

る
と
と
も
に
、
‐１

日
の
内
閣
改

造
が

「
お
反
だ
ち
」

中
心

で
行

政

の
私
物
化
を
正
す
姿
勢
が
全

く
見
な
れ
な
い
と
批
判
。

参
院
選
を
戦
っ
た
大
椿

ゆ
う

こ
さ
ん

の

「
労
働

者

の
使

い
ス
テ
は
許
さ
な

い
」

の
声
を
取
り
上
げ
、

安
倍
政
権

の
６
年
間
で
非
正
規
労
働
者
が

過
去
最
高
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
、

外
国
人
受
け
入
れ

の

入
管
法
問
題
な
ど
課
題
山
積

で
、

全
労
働
者

の
問
題
だ
と
訴
え
た
。

ま
た
市
民
と
立
憲

野
党

の
合

同
宣
伝
も
活
動
継
続
を
確
認
、

２８
日
、

約

５。
人
が
参
加
し
た
。

と
い
え
ば

ス
ポ
ー

ツ
に

食
欲
、

ス
マ
ホ
の
時
代

に
読
書
は
今
や
首
話
か
。

そ
の
ス
ポ
ー

ツ
、

ラ
グ
ビ
ー

の
ワ

ー

ル
ド
カ
ツ
プ
が
日
本
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
９
月
２。
日
開
会
い
予

選
総
当
り
で
グ

ル
ー
プ

上
位
２
チ

ー

ム
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進

出
、

決
勝
戦
は
‐１

月
２
日
▼
ラ
グ

ビ
ー

と
い
え
ば
試
含
終
了
の
合
図

で
ノ
ー

サ
イ
ド
と

い
う

（
ち
な
み

に
こ
の
言
葉
を
使
う

の
は
日
本
だ

け
と
か
）
。

全
身

の
ぶ

つ
か
り
合

い
も
試
合
が
終
わ
れ
ば
勝
者
も
敗

者
も
な

い
か
ら
だ
。

「
オ
ー

ル

・

フ
オ

・
ワ
ン
、　
ワ
ン

・
フ
オ

・
オ

ー

ル
」

も

フ
ア

ン
で
な
く
て
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。

初
め
て
知
る

ル
ー

ル
も
多

い
が
、

選
手

の
国
籍

も
他

の
競
技
と
比
べ
て
緩
や
か
で
、

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代

の
な
ご

り

と
か

▼
方
や

「
○
○
フ
ァ
ー

ス
ト
」

が
世
界
中

で
衝
突
を
起

こ
し
、

露

骨
な
ま

で
に
国

の
利
益
を
押
し
だ

し
て
い
る
。

そ
う
い
え
ば
、

日
本

で
も

「
○
○
フ
ァ
ー

ス
ト
」

が
ブ

ー

ム
と
な
っ
た
。

強
者

の
論
理
が

優
先
し
、

排
除
に
緊
が

る
危
険
性

は
な
い
か
危
惧
す
る

▼
民
主
主
義

に
排
除
は
な
い
。

ラ
グ
ビ
ー

の
話

か
ら
世
界

の
動
き
に
ま

で
飛
躍
し

た
秋

の
夜
長
と
な
っ
た
。

（
の
）

党県連含活動日誌
9/2 日 本と南北朝鮮の反好を進める会総会

9/5 党 中国フロック幹事会 (岡山)

9/14 講 演 「安保法制下の自衛隊」岡山弁護士会

9/14 国 労岡山地本大会 (宮日)

9/19 総 がかり行動岡山 マ ツキヨ前

9/20 言 B落解放共闘 。人権学習会 (池日 ・野崎)

9/21 私 鉄備北ノヽス支部大会 (富日)

9/25 党 定例街宣 マ ツキヨ前

9/27 佐 与谷川訴訟 (産廃)公 判
′′  私 鉄中鉄ノヾス支郡大会 (宮日)

9/28 市 民と立憲野党の意見交換会 ・含同宣伝

地
球
温
暖
化
で
日
本
に
来
る

台
風
は
風
速
５
０

ｍ
も
珍
し
く

な
く
、

１
時
間
に
７
０

・
８
０

脚
と
激
し
く
な
り
、

昨
年

の
真

備
や
今
年

の
千
葉
県
を
中
心
に

大
き
な
被
害
を
起

こ
し
ま
し
た

国
連

の
気
候
変
動
サ
ミ
ツ
ト

で
ス
ウ
エ
ー

デ

ン
の
グ

レ
タ

・

ト
ウ

ン
ベ
リ

（
‐６

才
）

さ
ん
は

地
球
温
暖
化
で
地
球
は
絶
減
に

差
し
掛
か
っ
て
い
る
の
に
国

の

ト
ツ
プ
が

話
す

の
は
、

金
と
永

遠

の
経
済
成
長
と

い
う
お
伽
噺

だ
け
、

と
批
判
し
ま
し
た
。

一
方

で
、

日
本
か
ら
参
加
し

た
人
気

の
環
境
大
臣
は
記
者
会

見
で
、
　
ご
珂
候
変
動

の
よ
う
な

大
き
な
問
題
は
、

楽

し
く

・
ク

ー

ル
で
セ
ク
シ
ー

に
取
り
組
む

べ
き
だ
」

と
述

べ
、

具
体
的
な

こ
と
を
聞
か
れ
る
と

一
瞬
無
言

の
空
間
を
生
み
出
し
て
し
ま

い

ま
し
た
。

世
界
も
日
本
も

こ
れ
か
ら
何

十
年
、

何
百
年
も
続

い
て
い
く

な
か
で
、

経
済
を
優
先
し
て
温

暖
化
に
対
し
て
具
体
的
な
道
筋

を
示
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
て
は
、

グ

レ
タ

・
ト
ウ

ン
ベ

リ
さ
ん
か
ら
語
気
を
強
め
て
、

「
決
し
て
許
さ
な

い
！
」

と
本

気

で
叱
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

一定
例
学
習

・
読
者
会

中

甘
新
報
」
読
者
会
　
　
　
　
　
　
”

¨
‐０
月
８
日
（第
２
火
）
１
８
時
¨

喜
之
町

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

¨

¨
‐０
月
２５
日

（
月
末
金
）
１
８
時
”

※
聴
き
た
い

。
話
し
た
い
人
歓
迎
”

ギ
…し、
ｐ
拍
比
洞
抽
北
絵
挟
北
絵
郷

こ
葬
内

常畿:鹸丁籟

【お知らせとお願い】
消費税増税10%に ついては、参院選でも中止
を訴えてきましたが、残念ながら10月よリヨ|
き上げられる予定です。 「新報」 「月刊社民」
も例外でなく (日刊紙は軽減)、 関係経費の増
大もあり、以下のとおり改定します。心苦しい
ところですが、ヨ|き続きよろしくお願いします

「社会新報」700円 →720円 (〒168)
「月刊社民」650円 →670円 (〒79)

改定時期 :10月 紙 ・諭から

なお、年間購読契約は、契約年度分変更なし
※お問い合わせは県連合086-226-1234 続

騨
・‐９
初
対
粥
胴
騨
しヽ承
Ｅ
Ｅ

で
安
保
法
制

・
戦
争
法
に
反
対

９
の
日
の
行
動
を
し
て
４
年
と

な
る
。

状
況
は
、

自
衛
隊
が
海

外
で
戦
争
す
る
危
険
性
が
す
ぐ

前
に
あ
る
。

平
和
憲
法
が
壊
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
活
動

の
意
義
を
訴
え
た
。

政
党
や
団
体
が

マ
イ
ク
リ
レ

ー
を
行
い
、

社

民
党

の
武
本
幹

事
長
も

「
特
定
秘
密
保
護
法
か

ら
以
降
、

共
謀
罪
法
ま
で
着
泉

と
戦
争

で
き
る
国
づ
く
り
を
進

め

て
い
る
。

先

の
内
閣
改
造
は

悲
願

の
改
憲
内
閣
だ
」

と
、

改

憲
阻
止

へ
市
民
と
野
党
共
闘

の

前
進
を
訴
え
た

（
写
真
上
）

総
が
か
り
行
動
岡
出
は
、

４

年
と
な
っ
た
節

目
に
‐９

の
日
の

総
が
か
り
行
動
の
継
続
を
確
認
ぶ

ま
た
街
宣
を
含
め
、

工
夫
を

こ

ら
し
た
新
た
な
活
動

の
展
開
を

図
る
こ
と
と
し
た
。

10/16 11:00-

安保法制違憲訴訟
岡山地裁
10:30岡 山弁護士会館集合

10/21金 岡J山歌劇団「アリランの春」
17:30開場 18:20開演
倉敷市民会館  無 料チケットは、
社民党086-22併1234ま で

10/19総 がかり行動
※ 詳細別途
10/24党 定例街宣
※ 18:00マ ツキヨ前

10/5岡 山市平和交流|
※13:30～16:00無料
※岡山空襲の記録・体験談など
岡山シティミュージアム4階


